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　会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
1
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り
、（
1
）学

生
生
活
向
上
の
た
め
の
援
助（
2
）課
外
活
動
に
対

す
る
援
助（
3
）大
学
祭
や
父
母
懇
談
会
の
開
催
協

力
・
助
成
、会
報
の
発
行
な
ど
、在
学
生
・
父
母
と
の

連
携（
4
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀

会
実
施
協
力
な
ど
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生

に
関
す
る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
後

援
会
の
活
動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
年

二
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
、上
半
期
の

主
な
事
業
の
中
で
、平
成
二
十
八
年
七
月
十
四
日
に

実
施
さ
れ
た「
平
成
二
十
八
年
度
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
に
お
け
る
学

生
の
様
子
や
各
施
設
を
実
際
に
後
援
会
理
事
が
見

学
、大
学
教
職
員
等
か
ら
説
明
頂
き
な
が
ら
、各
施

設
の
利
便
性
や
改
善
点
等
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持

ち
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
大
学
の
全
面
的

な
協
力
の
も
と
実
施
し
て
お
り
、本
年
度
は
、平
成
二

十
八
年
七
月
十
四
日（
木
）、北
海
道
文
教
大
学
に
お

い
て
十
二
人
の
後
援
会
理
事
、橘
内
副
学
長
は
じ
め

大
学
関
係
者
の
出
席
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　当
日
は
、は
じ
め
に
橘
内
副
学
長
よ
り
ご
挨
拶
頂

き
、ま
ず
、大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
本
館
の
9
階
に

あ
り
国
際
交
流
に
も
使
用
す
る
と
い
う
茶
室
・
和
室

を
見
学
、学
内
敷
地
と
建
設
中（
十
一
月
竣
工
）の
鶴

「
平
成
二
十
八
年
度

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
上
　美
伸

岡
記
念
講
堂
を
展
望
し
ま
し
た
。1
号
館
1
階
で
は

就
職
課
・
就
職
資
料
閲
覧
室
等
を
見
学
。就
職
部
長

よ
り
本
学
の
就
職
状
況
や
就
職
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
お
い
て
特
徴
的
な
部
分
に
つ
い
て
説
明
頂
き
ま
し

た
。学
生
の
利
用
率
が
高
い
鶴
岡
記
念
図
書
館
で
は
、

図
書
課
長
補
佐
よ
り
、図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
こ

と
や
、電
子
資
料
の
充
実
、ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
設
置

に
よ
り
学
生
の
自
発
的
な
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。な
お
、後
援
会
で
は
本

年
度
、図
書
館
空
調
設
備（
冷
暖
房
）の
設
置
に
つ
い

て
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　お
昼
は
学
生
食
堂
で
昼
食
を
と
り
、2
号
館
1
階

C
L
1
、2
階
G
C
C
、2
2
1
教
室
を
見
学
、3
号

館
1
階
で
は
治
療
室
、機
能
訓
練
実
習
室
を
見
学

後
、昨
年
度
、ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
を
実
施
し
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
は
じ
め
、サ
ー
ク
ル
会
館
や
駐
輪
場（
サ
イ

ク
ル
ス
タ
ン
ド
）、体
育
館（
製
氷
機
）な
ど
、近
年
助

成
を
実
施
し
て
い
る
施
設
を
中
心
に
見
学
、そ
の
後

は
6
号
館
2
階
大
講
堂「
解
剖
学
Ⅰ
」（
木
村（
一
）先

生
）を
講
義
参
観
、1
号
館
1
階
第
1
実
験
室
、給
食

経
営
管
理
実
習
室
、7
号
館
1
階
保
育
演
習
室「
こ

ど
も
の
保
健
Ⅱ
」（
工
藤
先
生
）を
講
義
参
観
、3
階

M
L
室
、ピ
アノ
練
習
室
、5
号
館
2
階
基
礎
看
護
学

実
習
室「
基
礎
看
護
技
術
Ⅰ
」（
廊
下
よ
り
見
学
）、母

性
・
小
児
看
護
学
実
習
室
、8
号
館
1
階
ロ
ビ
ー
を

見
学
し
終
了
と
致
し
ま
し
た
。

　終
了
後
、参
加
者
に
よ
る
総
括
が
行
わ
れ
、「
本
学

の
実
践
に
つ
い
て
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
と
し
て
勉
強
に
な
っ
た
。理
事
以
外
の
保
護

者
に
も
見
て
頂
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
」「
施
設
面
で
の

充
実
が
理
解
で
き
た
」「
大
学
が
問
題
と
感
じ
て
い
る

部
分
を
も
っ
と
見
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
沢
山
の
意
見
・

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。今
後
、こ
れ
ら
の
意
見
を
後

援
会
役
員
会
に
お
い
て
、事
業
計
画
に
反
映
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ほ
ぼ
半
日
を
使
っ
て
行
わ
れ
た「
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」で
し
た
が
、最
後
に
本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

大
学
事
務
局
の
皆
様
の
お
か
げ
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
た
こ
と
を
後
援
会
会
長
と
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

北海道文教大学後援会　平成28年度予算

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　会
長

就職資料閲覧室で説明を受ける役員

鶴岡記念図書館で説明を受ける役員

体育館に
設置された

「製氷機」

後援会から
寄付された

「携帯電話
無料充電器」

（3台）

第18回大学祭「恵華祭」　
平成28年度10月7日（金）：前夜祭、8日（土）・9日（日）：一般公開

父母懇談会　
〔恵庭会場〕平成28年10月9日（日）10:00より（北海道文教大学にて）
※父母懇談会に参加された保護者の方へ、後援会から大学祭用「食券」を配付。

〔帯広会場〕平成28年10月22日（土）12:30より（帯広グランドホテルにて）
〔釧路会場〕平成28年10月23日（日）9:00より（釧路プリンスホテルにて）
※昨年度は旭川地区･北見地
区にて開催、来年度は函館地
区・青森地区を予定。

ご案内
えい か さい

サイクルスタンド

（単位　　円）■支出の部 

科　　　目 予　算 備　考

合　　　計

平 成 ２ 8 年 度 予 算

1 事務費
　（1）通信費等
2 会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3 事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）100円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）サイクルスタンド設置助成費
4 75周年記念事業
5 予備費

500,000
500,000

1,600,000
600,000

1,000,000
31,840,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000

800,000
100,000

3,480,000
3,500,000
3,000,000

160,000
1,000,000

27,220,000
10,622,232
71,782,232

総会・役員会等案内状郵送

総会費用
役員会・交通費

サークル助成
食券等の助成
卒業記念品

卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年２回発行

香典
1,500円×2,320人

新入生宿泊研修の助成
年間１００日間の実施

充電器レンタル料の助成
駐輪場に自転車スタンドを設置

図書館空調設備
（設備・備品等の助成を含）

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予　算 備　考

合　　　計

平 成 ２ 8 年 度 予 算

22,449,232
38,280,000
11,000,000

3,000
71,782,232

16,500円×2,320人
平成21～27年度積立金

預金利息

1 繰越金
2 会費収入
3 記念事業等積立金取崩収入
4 雑収入

平成28年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成28年
4月2日（土） 定期総会（入学式終了後）

4月7日（木）・8日（金） 新入生宿泊研修助成

4月18日（月）～7月22日（金） 「100円朝食」助成（前期）

4月22日（金） 第1回ワーキンググループ

6月9日（木） 第1回役員会

7月14日（木） 役員による『キャンパス ウォッチング』

9月26日（月）～11月18日（金） 「100円朝食｣助成（後期）

10月7日（金）、8日（土）、9日（日） 大学祭（3日間）助成

10月9日（日） 父母懇談会（恵庭会場）助成

10月中旬 中間監査

10月28日（金） 第2回ワーキンググループ

11月11日（金） 第2回役員会

平成29年
2月17日（金） 第3回ワーキンググループ

3月20日（月） 平成28年度学位記授与式記念品 助成

3月20日（月） 平成28年度卒業祝賀会 助成

3月下旬 監査

3月24日（金） 第3回役員会

　学生が朝食をとる習慣を身につけるため、本学では学生食堂にて「１００円朝食」を４月からスタート
しました。１食３００円のメニューを学生には１００円で提供。差額の２００円を後援会が助成し、「食育」

についてもサポートしています。
　利用者は一人暮らしの学生が多く、「授業に集中できるようになった」

「体調が良くなった」「今まで朝食抜きだったが、毎日３食とれるようになっ
た」「友人と一緒に食べられるのが楽しい」など好評です。
　この取り組みをさらに知ってもらおうと、月１回「１００円朝食バイキング」を
実施。券売機の前に行列ができ、食券が売り切れるほどの人気です。
　後期営業は９月２６日（月）から１１月１８日（金）まで実施し、“朝ごはん”の大切さを伝えていきます。
　本学のホームページに、メニュー･カロリー･アレルギー各表、過去のメニュー写真を掲載していますのでご覧ください。

「１００円朝食」助成を通して“食育”をサポートしています

今朝のメニューは、蒸し鶏のゴマ
ソースかけ、揚げ餃子、きゅうりの
梅肉和え、ごはん、味噌汁

月に１度の「100円朝食バイキング」で、
朝からお腹がいっぱいです。



　近
年
の
歴
史
学
の
進
展
は
目
覚
し
く
、新
し
い
史
料
に

基
づ
く
検
証
と
論
証
に
よ
っ
て
、高
等
学
校
の
歴
史
の
教

科
書
も
新
た
に
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

り
ま
す
。

　わ
た
く
し
共
も
慣
れ
親
し
ん
で
き
た「
聖
徳
太
子
」も

「
廐
戸
王（
う
ま
や
ど
お
う
）」と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
定

説
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、推
古
天
皇
の
皇
太
子
と
し
て「
十
七
条
憲
法
」

を
定
め
る
な
ど
国
家
体
制
の
確
立
に
寄
与
し
、仏
教
を
取

り
入
れ
神
道
と
と
も
に
信
仰
し
、交
流
に
つ
と
め
た
こ
と

は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
の
が「
十
七
条
憲
法
」の
第
一

条
に
あ
る
と
こ
ろ
の「
和
を
以（
も
）っ
て
貴（
と
う
と
）し

と
為（
な
）し
、忤（
さ
か
ら
）う
こ
と
無
き
を
宗（
む
ね
）と

せ
よ
」と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。お
互
い
を
尊
重
し
合
っ

て
、新
し
く
渡
来
し
た
信
仰
で
あ
り
文
化
で
あ
る「
仏
教
」

と
、古
来
の
民
族
信
仰
で
あ
る「
神
道
」を
共
存
さ
せ
た
の

で
し
た
。

　連
日
の
よ
う
な
世
界
各
地
の「
宗
教
に
起
因
す
る
対
立

抗
争
」報
道
を
目
に
す
る
に
つ
け
、こ
の「
和
を
以
っ
て
貴

し
と
為
す
」と
い
う
、お
互
い
の
存
在
を
尊
重
す
る
と
い
う

精
神
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　企
業
の
選
考
解
禁
日
が
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
六
月
一
日
へ

と
、二
ヵ
月
前
倒
し
と
な
っ
た
就
職
活
動
も
、面
接
、合
否
連
絡
、

そ
し
て
内
々
定
獲
得
と
一
喜
一
憂
の
日
々
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　就
職
課
に
も
内
々
定
報
告
が
相
次
ぎ「
昨
年
同
時
期
と
比
較

す
る
と
内
々
定
報
告
数
は
二
〜
三
割
多
い
」状
況
で
す
。

　内
々
定
を
獲
得
し
な
が
ら
も
活
動
を
継
続
す
る
学
生
も
い
ま

す
が
、第
一
志
望
の
企
業
か
ら
、内
々
定
を
獲
得
し
た
学
生
は
、就

職
活
動
を
終
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
学
生
か
ら
は

「
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
就
活
終
了
ま
で
の
三
ヵ
月
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
」「
短
期
決
戦
と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
就
職
活
動
で
し
た
」

と
言
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。

　も
っ
と
も
、ど
の
学
生
も
順
調
に
歩
を
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。選
考
通
過
に
至
ら
ず
に
新
た
な
企
業
を
求
め
る

学
生
に
は
、八
月
上
旬
か
ら
リ
ス
タ
ー
ト
と
し
て
各
種
の「
就
職

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、内
定
獲
得
へ
向
け
迅
速
な
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、医
療
・
福
祉
系
の
採
用
も
本
格
化
の
時
期
を
迎
え
、学
生

の
意
識
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。学
科

教
員
と
連
携
を
密
に
し
、内
定
を
獲
得
で
き
る
環
境
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

　次
に
、各
学
科
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　今
年
の
就
職
環
境
は
、こ
こ
数
年
で
は
最
高
の
状
況
で
す
。六

月
初
め
か
ら
、短
期
決
戦
型
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し
た
。事
前

対
策
と
し
て
の
二
月
学
内
講
座
は
、本
番
実
践
対
策
及
び
学
生

の
意
識
付
け
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、前
半
戦
は
金
融
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・
情
報
通

信
業
・
宿
泊
業
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
等
か
ら
幅
広
く
内
々
定

を
獲
得
。後
半
戦
は
こ
の
就
職
環
境
を
生
か
し
、よ
り
選
択
肢
が

広
が
る
情
報
提
供
と
個
人
別
に
学
生
指
導
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　企
業
採
用
活
動
が
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
、菓
子
小
売
業
界
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業
界
を
先
鞭
に
、給
食
受
託
企
業
の
学
内
説
明

会
も
実
施
し
、幸
先
良
い
内
々
定
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　学
生
は
、六
月
か
ら
七
月
に
か
け
臨
地
実
習
期
間
に
入
り
、就

職
活
動
は
一
時
休
止
と
な
り
ま
す
が
、実
習
前
に
は
、応
募
書
類

「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」と

　
　
　
　
　
　大
学
教
育
の
真
髄
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就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

の
基
本
内
容
構
築
、添
削
も
終
え
、実
習
後
の
就
職
活
動
体
制
を

万
全
に
整
え
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　両
学
科
と
も
勤
務
地
と
し
て
は
、札
幌
市
を
中
心
と
し
た
道

央
圏
を
希
望
す
る
学
生
が
大
半
で
す
が
、札
幌
市
内
の
求
人
は
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、道
央
圏
以
外
の
求
人
に
も
目
を

向
け
て
、就
職
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
今
年
度
は
、一
期
生
が
卒
業
す
る
大
学
と
の
競
合
も
あ

り
、例
年
以
上
に
早
め
の
活
動
が
必
要
で
す
。

【
看
護
学
科
】

　売
り
手
市
場
は
続
い
て
い
ま
す
が
、選
考
試
験
を
早
め
た
り
、

採
用
人
数
を
例
年
よ
り
絞
り
込
ん
だ
り
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。　学

生
の
人
気
が
高
い
病
院
へ
の
応
募
で
は
、試
験
が
不
採
用
と

な
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
な
ど
、選
考
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。道
外
の
医
療
機
関
も
同
様
で
、よ
り
慎
重
に
志
望

先
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　「
認
定
こ
ど
も
園
」制
度
化
の
影
響
で
、「
幼
稚
園
教
諭
＆

保
育
士
」両
方
の
資
格
取
得
見
込
み
が
求
め
ら
れ
る
求
人
が

目
立
ち
ま
す
。

　公
務
員
対
策
講
座
は
学
科
独
自
対
策
で
あ
り
、公
務
員
就
職

を
目
指
す
学
生
は
佳
境
に
入
り
ま
し
た
。又
、社
会
福
祉（
指
導

員
・
支
援
員
）及
び
民
間（
総
合
職
・一
般
職
）は
、各
分
野
別
の
個

別
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　大
学
の
運
営
の
基
本
を
考
え
ま
し
て
も
、「
学
生
諸
君

の
成
長
」を
中
心
に
置
い
て
、「
保
護
者
の
皆
様
の
愛
情
」

と
、「
大
学
の
教
職
員
の
支
援
と
献
身
」と
い
う
三
つ
の
力

の
総
和
こ
そ
が
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。

　最
新
の
教
育
理
論
に
鑑（
か
ん
が
）み
ま
す
な
ら
ば
、教
育

に
携
わ
る
も
の
の
基
本
的
な
適
格
性
は
、第
一
に「
学
生
の
主

体
的
な
学
修
参
加
を
、い
か
に
理
論
的
に
且
つ
実
践
的
に
、正

し
く
粘
り
強
く
支
援
す
る
学
び
の
専
門
家
」で
あ
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　も
う
ひ
と
つ
の
適
格
性
は
、「
教
職
員
同
士
が
、学
生
の
学

修
支
援
と
い
う
共
通
の
目
標
の
た
め
に
、教
育
と
支
援
の
あ

り
か
た
を
協
働
で
探
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
な
が
ら
進
む
と
い
う
同
僚
性
を
尊
重
す
る
姿
勢
」に

あ
り
ま
す
。

　常
日
頃「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め

る
教
育
」を
と
繰
り
返
す
の
は
、言
い
換
え
れ
ば
こ
の
二
つ
の

姿
勢
に
帰
結
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　教
職
員
の
総
意
を
結
集
し
て
、大
学
教
育
の
真
髄
を
追
求

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ

げ
る
次
第
で
す
。
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PT・OT学内就職説明会を開催しました

　道内・外75の医療機関から130名もの採
用担当者を招き、本学体育館を会場に「PT・
OT学内就職説明会」を夏季休業中（8月）に
開催しました。採用担当者の中には本学の卒
業生もおり、先輩PT・OTとしても後輩をサ
ポートしています。

医療機関
97.3%

施設 2.7%

その他 3.7%

卸・小売り
20.4%

サービス
11.1%

大学病院
17.4%

企業立病院
3.3%

公的病院
33.7%

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
70.7%

商品開発・品質検査・
製造など（要栄免）

10.2% 総合職・
一般職など
19.1%

小学校・
特別支援学校
教諭
19.6%

幼稚園教諭
15.2%

保育士
41.3%

医療機関
96.4%

施設
3.6%

指導員・
支援員など
5.4%

総合職・
一般職
18.5%

医療法人
45.6%

公務・団体 3.7％

宿泊・飲食
11.1％

情報通信
5.6％

教育・
学習支援
14.8％

運輸・郵便
22.2％

製造 3.7％
医療・福祉 3.7％

健康栄養学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

こども発達学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

国際言語学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）外 国 語 学 部

理学療法学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

7年
連続

作業療法学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

6年
連続

看護学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

5年
連続

2年
連続

PT＝理学療法士
OT＝作業療法士



　近
年
の
歴
史
学
の
進
展
は
目
覚
し
く
、新
し
い
史
料
に

基
づ
く
検
証
と
論
証
に
よ
っ
て
、高
等
学
校
の
歴
史
の
教

科
書
も
新
た
に
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

り
ま
す
。

　わ
た
く
し
共
も
慣
れ
親
し
ん
で
き
た「
聖
徳
太
子
」も

「
廐
戸
王（
う
ま
や
ど
お
う
）」と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
定

説
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、推
古
天
皇
の
皇
太
子
と
し
て「
十
七
条
憲
法
」

を
定
め
る
な
ど
国
家
体
制
の
確
立
に
寄
与
し
、仏
教
を
取

り
入
れ
神
道
と
と
も
に
信
仰
し
、交
流
に
つ
と
め
た
こ
と

は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
の
が「
十
七
条
憲
法
」の
第
一

条
に
あ
る
と
こ
ろ
の「
和
を
以（
も
）っ
て
貴（
と
う
と
）し

と
為（
な
）し
、忤（
さ
か
ら
）う
こ
と
無
き
を
宗（
む
ね
）と

せ
よ
」と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。お
互
い
を
尊
重
し
合
っ

て
、新
し
く
渡
来
し
た
信
仰
で
あ
り
文
化
で
あ
る「
仏
教
」

と
、古
来
の
民
族
信
仰
で
あ
る「
神
道
」を
共
存
さ
せ
た
の

で
し
た
。

　連
日
の
よ
う
な
世
界
各
地
の「
宗
教
に
起
因
す
る
対
立

抗
争
」報
道
を
目
に
す
る
に
つ
け
、こ
の「
和
を
以
っ
て
貴

し
と
為
す
」と
い
う
、お
互
い
の
存
在
を
尊
重
す
る
と
い
う

精
神
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　企
業
の
選
考
解
禁
日
が
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
六
月
一
日
へ

と
、二
ヵ
月
前
倒
し
と
な
っ
た
就
職
活
動
も
、面
接
、合
否
連
絡
、

そ
し
て
内
々
定
獲
得
と
一
喜
一
憂
の
日
々
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　就
職
課
に
も
内
々
定
報
告
が
相
次
ぎ「
昨
年
同
時
期
と
比
較

す
る
と
内
々
定
報
告
数
は
二
〜
三
割
多
い
」状
況
で
す
。

　内
々
定
を
獲
得
し
な
が
ら
も
活
動
を
継
続
す
る
学
生
も
い
ま

す
が
、第
一
志
望
の
企
業
か
ら
、内
々
定
を
獲
得
し
た
学
生
は
、就

職
活
動
を
終
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
学
生
か
ら
は

「
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
就
活
終
了
ま
で
の
三
ヵ
月
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
」「
短
期
決
戦
と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
就
職
活
動
で
し
た
」

と
言
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。

　も
っ
と
も
、ど
の
学
生
も
順
調
に
歩
を
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。選
考
通
過
に
至
ら
ず
に
新
た
な
企
業
を
求
め
る

学
生
に
は
、八
月
上
旬
か
ら
リ
ス
タ
ー
ト
と
し
て
各
種
の「
就
職

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、内
定
獲
得
へ
向
け
迅
速
な
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、医
療
・
福
祉
系
の
採
用
も
本
格
化
の
時
期
を
迎
え
、学
生

の
意
識
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。学
科

教
員
と
連
携
を
密
に
し
、内
定
を
獲
得
で
き
る
環
境
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

　次
に
、各
学
科
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　今
年
の
就
職
環
境
は
、こ
こ
数
年
で
は
最
高
の
状
況
で
す
。六

月
初
め
か
ら
、短
期
決
戦
型
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し
た
。事
前

対
策
と
し
て
の
二
月
学
内
講
座
は
、本
番
実
践
対
策
及
び
学
生

の
意
識
付
け
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、前
半
戦
は
金
融
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・
情
報
通

信
業
・
宿
泊
業
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
等
か
ら
幅
広
く
内
々
定

を
獲
得
。後
半
戦
は
こ
の
就
職
環
境
を
生
か
し
、よ
り
選
択
肢
が

広
が
る
情
報
提
供
と
個
人
別
に
学
生
指
導
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　企
業
採
用
活
動
が
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
、菓
子
小
売
業
界
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業
界
を
先
鞭
に
、給
食
受
託
企
業
の
学
内
説
明

会
も
実
施
し
、幸
先
良
い
内
々
定
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　学
生
は
、六
月
か
ら
七
月
に
か
け
臨
地
実
習
期
間
に
入
り
、就

職
活
動
は
一
時
休
止
と
な
り
ま
す
が
、実
習
前
に
は
、応
募
書
類

「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」と

　
　
　
　
　
　大
学
教
育
の
真
髄
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就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

の
基
本
内
容
構
築
、添
削
も
終
え
、実
習
後
の
就
職
活
動
体
制
を

万
全
に
整
え
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　両
学
科
と
も
勤
務
地
と
し
て
は
、札
幌
市
を
中
心
と
し
た
道

央
圏
を
希
望
す
る
学
生
が
大
半
で
す
が
、札
幌
市
内
の
求
人
は
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、道
央
圏
以
外
の
求
人
に
も
目
を

向
け
て
、就
職
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
今
年
度
は
、一
期
生
が
卒
業
す
る
大
学
と
の
競
合
も
あ

り
、例
年
以
上
に
早
め
の
活
動
が
必
要
で
す
。

【
看
護
学
科
】

　売
り
手
市
場
は
続
い
て
い
ま
す
が
、選
考
試
験
を
早
め
た
り
、

採
用
人
数
を
例
年
よ
り
絞
り
込
ん
だ
り
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。　学

生
の
人
気
が
高
い
病
院
へ
の
応
募
で
は
、試
験
が
不
採
用
と

な
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
な
ど
、選
考
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。道
外
の
医
療
機
関
も
同
様
で
、よ
り
慎
重
に
志
望

先
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　「
認
定
こ
ど
も
園
」制
度
化
の
影
響
で
、「
幼
稚
園
教
諭
＆

保
育
士
」両
方
の
資
格
取
得
見
込
み
が
求
め
ら
れ
る
求
人
が

目
立
ち
ま
す
。

　公
務
員
対
策
講
座
は
学
科
独
自
対
策
で
あ
り
、公
務
員
就
職

を
目
指
す
学
生
は
佳
境
に
入
り
ま
し
た
。又
、社
会
福
祉（
指
導

員
・
支
援
員
）及
び
民
間（
総
合
職
・一
般
職
）は
、各
分
野
別
の
個

別
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

　大
学
の
運
営
の
基
本
を
考
え
ま
し
て
も
、「
学
生
諸
君

の
成
長
」を
中
心
に
置
い
て
、「
保
護
者
の
皆
様
の
愛
情
」

と
、「
大
学
の
教
職
員
の
支
援
と
献
身
」と
い
う
三
つ
の
力

の
総
和
こ
そ
が
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。

　最
新
の
教
育
理
論
に
鑑（
か
ん
が
）み
ま
す
な
ら
ば
、教
育

に
携
わ
る
も
の
の
基
本
的
な
適
格
性
は
、第
一
に「
学
生
の
主

体
的
な
学
修
参
加
を
、い
か
に
理
論
的
に
且
つ
実
践
的
に
、正

し
く
粘
り
強
く
支
援
す
る
学
び
の
専
門
家
」で
あ
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　も
う
ひ
と
つ
の
適
格
性
は
、「
教
職
員
同
士
が
、学
生
の
学

修
支
援
と
い
う
共
通
の
目
標
の
た
め
に
、教
育
と
支
援
の
あ

り
か
た
を
協
働
で
探
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
な
が
ら
進
む
と
い
う
同
僚
性
を
尊
重
す
る
姿
勢
」に

あ
り
ま
す
。

　常
日
頃「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め

る
教
育
」を
と
繰
り
返
す
の
は
、言
い
換
え
れ
ば
こ
の
二
つ
の

姿
勢
に
帰
結
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　教
職
員
の
総
意
を
結
集
し
て
、大
学
教
育
の
真
髄
を
追
求

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ

げ
る
次
第
で
す
。

2016年3月卒 
就職実績データ

人間科学部

平成28年度　北海道文教大学後援会　役員名簿
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金
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澤
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長
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学
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等

名
誉
会
長
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長

2015年度 就職率（全学科平均）

※WG＝ワーキンググループ

PT・OT学内就職説明会を開催しました

　道内・外75の医療機関から130名もの採
用担当者を招き、本学体育館を会場に「PT・
OT学内就職説明会」を夏季休業中（8月）に
開催しました。採用担当者の中には本学の卒
業生もおり、先輩PT・OTとしても後輩をサ
ポートしています。

医療機関
97.3%

施設 2.7%

その他 3.7%

卸・小売り
20.4%

サービス
11.1%

大学病院
17.4%

企業立病院
3.3%

公的病院
33.7%

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
70.7%

商品開発・品質検査・
製造など（要栄免）

10.2% 総合職・
一般職など
19.1%

小学校・
特別支援学校
教諭
19.6%

幼稚園教諭
15.2%

保育士
41.3%

医療機関
96.4%

施設
3.6%

指導員・
支援員など
5.4%

総合職・
一般職
18.5%

医療法人
45.6%

公務・団体 3.7％

宿泊・飲食
11.1％

情報通信
5.6％

教育・
学習支援
14.8％

運輸・郵便
22.2％

製造 3.7％
医療・福祉 3.7％

健康栄養学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

こども発達学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

国際言語学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）外 国 語 学 部

理学療法学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

7年
連続

作業療法学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

6年
連続

看護学科
就 職 率 （2016年5月1日現在）人 間 科 学 部

5年
連続

2年
連続

PT＝理学療法士
OT＝作業療法士
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　会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
1
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り
、（
1
）学

生
生
活
向
上
の
た
め
の
援
助（
2
）課
外
活
動
に
対

す
る
援
助（
3
）大
学
祭
や
父
母
懇
談
会
の
開
催
協

力
・
助
成
、会
報
の
発
行
な
ど
、在
学
生
・
父
母
と
の

連
携（
4
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀

会
実
施
協
力
な
ど
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生

に
関
す
る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
後

援
会
の
活
動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
年

二
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
、上
半
期
の

主
な
事
業
の
中
で
、平
成
二
十
八
年
七
月
十
四
日
に

実
施
さ
れ
た「
平
成
二
十
八
年
度
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
に
お
け
る
学

生
の
様
子
や
各
施
設
を
実
際
に
後
援
会
理
事
が
見

学
、大
学
教
職
員
等
か
ら
説
明
頂
き
な
が
ら
、各
施

設
の
利
便
性
や
改
善
点
等
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持

ち
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
大
学
の
全
面
的

な
協
力
の
も
と
実
施
し
て
お
り
、本
年
度
は
、平
成
二

十
八
年
七
月
十
四
日（
木
）、北
海
道
文
教
大
学
に
お

い
て
十
二
人
の
後
援
会
理
事
、橘
内
副
学
長
は
じ
め

大
学
関
係
者
の
出
席
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　当
日
は
、は
じ
め
に
橘
内
副
学
長
よ
り
ご
挨
拶
頂

き
、ま
ず
、大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
本
館
の
9
階
に

あ
り
国
際
交
流
に
も
使
用
す
る
と
い
う
茶
室
・
和
室

を
見
学
、学
内
敷
地
と
建
設
中（
十
一
月
竣
工
）の
鶴

「
平
成
二
十
八
年
度

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
上
　美
伸

岡
記
念
講
堂
を
展
望
し
ま
し
た
。1
号
館
1
階
で
は

就
職
課
・
就
職
資
料
閲
覧
室
等
を
見
学
。就
職
部
長

よ
り
本
学
の
就
職
状
況
や
就
職
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
お
い
て
特
徴
的
な
部
分
に
つ
い
て
説
明
頂
き
ま
し

た
。学
生
の
利
用
率
が
高
い
鶴
岡
記
念
図
書
館
で
は
、

図
書
課
長
補
佐
よ
り
、図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
こ

と
や
、電
子
資
料
の
充
実
、ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
設
置

に
よ
り
学
生
の
自
発
的
な
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。な
お
、後
援
会
で
は
本

年
度
、図
書
館
空
調
設
備（
冷
暖
房
）の
設
置
に
つ
い

て
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　お
昼
は
学
生
食
堂
で
昼
食
を
と
り
、2
号
館
1
階

C
L
1
、2
階
G
C
C
、2
2
1
教
室
を
見
学
、3
号

館
1
階
で
は
治
療
室
、機
能
訓
練
実
習
室
を
見
学

後
、昨
年
度
、ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
を
実
施
し
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
は
じ
め
、サ
ー
ク
ル
会
館
や
駐
輪
場（
サ
イ

ク
ル
ス
タ
ン
ド
）、体
育
館（
製
氷
機
）な
ど
、近
年
助

成
を
実
施
し
て
い
る
施
設
を
中
心
に
見
学
、そ
の
後

は
6
号
館
2
階
大
講
堂「
解
剖
学
Ⅰ
」（
木
村（
一
）先

生
）を
講
義
参
観
、1
号
館
1
階
第
1
実
験
室
、給
食

経
営
管
理
実
習
室
、7
号
館
1
階
保
育
演
習
室「
こ

ど
も
の
保
健
Ⅱ
」（
工
藤
先
生
）を
講
義
参
観
、3
階

M
L
室
、ピ
アノ
練
習
室
、5
号
館
2
階
基
礎
看
護
学

実
習
室「
基
礎
看
護
技
術
Ⅰ
」（
廊
下
よ
り
見
学
）、母

性
・
小
児
看
護
学
実
習
室
、8
号
館
1
階
ロ
ビ
ー
を

見
学
し
終
了
と
致
し
ま
し
た
。

　終
了
後
、参
加
者
に
よ
る
総
括
が
行
わ
れ
、「
本
学

の
実
践
に
つ
い
て
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
と
し
て
勉
強
に
な
っ
た
。理
事
以
外
の
保
護

者
に
も
見
て
頂
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
」「
施
設
面
で
の

充
実
が
理
解
で
き
た
」「
大
学
が
問
題
と
感
じ
て
い
る

部
分
を
も
っ
と
見
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
沢
山
の
意
見
・

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。今
後
、こ
れ
ら
の
意
見
を
後

援
会
役
員
会
に
お
い
て
、事
業
計
画
に
反
映
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ほ
ぼ
半
日
を
使
っ
て
行
わ
れ
た「
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」で
し
た
が
、最
後
に
本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

大
学
事
務
局
の
皆
様
の
お
か
げ
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
た
こ
と
を
後
援
会
会
長
と
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

北海道文教大学後援会　平成28年度予算

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　会
長

就職資料閲覧室で説明を受ける役員

鶴岡記念図書館で説明を受ける役員

体育館に
設置された

「製氷機」

後援会から
寄付された

「携帯電話
無料充電器」

（3台）

第18回大学祭「恵華祭」　
平成28年度10月7日（金）：前夜祭、8日（土）・9日（日）：一般公開

父母懇談会　
〔恵庭会場〕平成28年10月9日（日）10:00より（北海道文教大学にて）
※父母懇談会に参加された保護者の方へ、後援会から大学祭用「食券」を配付。

〔帯広会場〕平成28年10月22日（土）12:30より（帯広グランドホテルにて）
〔釧路会場〕平成28年10月23日（日）9:00より（釧路プリンスホテルにて）
※昨年度は旭川地区･北見地
区にて開催、来年度は函館地
区・青森地区を予定。

ご案内
えい か さい

サイクルスタンド

（単位　　円）■支出の部 

科　　　目 予　算 備　考

合　　　計

平 成 ２ 8 年 度 予 算

1 事務費
　（1）通信費等
2 会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3 事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）100円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）サイクルスタンド設置助成費
4 75周年記念事業
5 予備費

500,000
500,000

1,600,000
600,000

1,000,000
31,840,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000

800,000
100,000

3,480,000
3,500,000
3,000,000

160,000
1,000,000

27,220,000
10,622,232
71,782,232

総会・役員会等案内状郵送

総会費用
役員会・交通費

サークル助成
食券等の助成
卒業記念品

卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年２回発行

香典
1,500円×2,320人

新入生宿泊研修の助成
年間１００日間の実施

充電器レンタル料の助成
駐輪場に自転車スタンドを設置

図書館空調設備
（設備・備品等の助成を含）

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予　算 備　考

合　　　計

平 成 ２ 8 年 度 予 算

22,449,232
38,280,000
11,000,000

3,000
71,782,232

16,500円×2,320人
平成21～27年度積立金

預金利息

1 繰越金
2 会費収入
3 記念事業等積立金取崩収入
4 雑収入

平成28年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成28年
4月2日（土） 定期総会（入学式終了後）

4月7日（木）・8日（金） 新入生宿泊研修助成

4月18日（月）～7月22日（金） 「100円朝食」助成（前期）

4月22日（金） 第1回ワーキンググループ

6月9日（木） 第1回役員会

7月14日（木） 役員による『キャンパス ウォッチング』

9月26日（月）～11月18日（金） 「100円朝食｣助成（後期）

10月7日（金）、8日（土）、9日（日） 大学祭（3日間）助成

10月9日（日） 父母懇談会（恵庭会場）助成

10月中旬 中間監査

10月28日（金） 第2回ワーキンググループ

11月11日（金） 第2回役員会

平成29年
2月17日（金） 第3回ワーキンググループ

3月20日（月） 平成28年度学位記授与式記念品 助成

3月20日（月） 平成28年度卒業祝賀会 助成

3月下旬 監査

3月24日（金） 第3回役員会

　学生が朝食をとる習慣を身につけるため、本学では学生食堂にて「１００円朝食」を４月からスタート
しました。１食３００円のメニューを学生には１００円で提供。差額の２００円を後援会が助成し、「食育」

についてもサポートしています。
　利用者は一人暮らしの学生が多く、「授業に集中できるようになった」

「体調が良くなった」「今まで朝食抜きだったが、毎日３食とれるようになっ
た」「友人と一緒に食べられるのが楽しい」など好評です。
　この取り組みをさらに知ってもらおうと、月１回「１００円朝食バイキング」を
実施。券売機の前に行列ができ、食券が売り切れるほどの人気です。
　後期営業は９月２６日（月）から１１月１８日（金）まで実施し、“朝ごはん”の大切さを伝えていきます。
　本学のホームページに、メニュー･カロリー･アレルギー各表、過去のメニュー写真を掲載していますのでご覧ください。

「１００円朝食」助成を通して“食育”をサポートしています

今朝のメニューは、蒸し鶏のゴマ
ソースかけ、揚げ餃子、きゅうりの
梅肉和え、ごはん、味噌汁

月に１度の「100円朝食バイキング」で、
朝からお腹がいっぱいです。


